青風荘　　フェイスシート

平成23年11月28日　担当：小坂和子　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　田中　正士　　　様　　　　　男・女　　　　昭和17年3月28日生（69歳）

	
	〒　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	変形性脊椎症･B型肝炎･

腹部大動脈瘤･腸骨動脈瘤

胃潰瘍･尋常性乾癬

	
	発症時期
	S54年9月頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約32年　

	
	入院回数
	4回
	延べ入院年数
	　約7年4ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1回）

	医療区分
	国民健康保険
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000　円
	精神障害　（2級）

	経済状況
	年金
	　障害厚生年金　　2級　　　（月額　10万）　

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ15年8月11日
	身長
	162cm
	体重
	55.7Kg

前回 57.4Kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和33年～37年　　北宝建設（株）

昭和37年～45年　　三菱鉱業（株）

昭和45年～47年　　大和コンクリート工業（株）

昭和47年～57年　　岩手ヒューム管工業（株）
	

	保　護　者
	氏　　名　田中　健一　様　　　　　　　　　続柄　兄　（同居　・否）

	利用目的

各種のプログラム等を通じ社会参加を促し、意欲向上と長期入院による社会生活の欠如の回復を図る。



	　　期間　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　　　　　　医療機関名

· S54年　9月　　　　　　　　　　外来・初診　　　　　　　　　　　八戸市民病院

· S55年　1ヶ月　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　八戸市民病院（詳細は不明）

· S59年　1ヶ月　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　（詳細は不明）

· S62年　8日間　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　（詳細は不明）

· H8年　6月～H15年8月　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　青南病院

· H18年　8月11日～現在　　　　　外来　　　　　　　　　　　　　  青南病院

	生活歴　

北海道にて出生。中学校卒業後より夕張炭鉱にて炭鉱夫として働き、27歳頃結婚するが1、2年で離婚。30歳前に定年退職して八戸市に移住していた両親の勧めもあり、本人も仕事を辞めて移住している。その後、寮住まいをし、就職をしていたようだが父親の死去後、母親と同居していた。S54年9月22日八戸市民病院初診。S55年、59年、62年に入院加療をしている。（詳細は不明）退院後は外来通院継続。H7年11月に母親が入院後、単身生活となっていたが、2人の妹が度々本人と連絡を取りながら症状の経過をチェックしていた。しかし、H8年6月に入り、電話した際に呂律不良を感じ、母との用件も合わせ本人と共に、市民病院を受診し紹介にて青南病院受診。男の声で「母を殺せ」、「自殺」などの幻聴がある事を話され、同8日任意入院。H12年減薬時、幻聴・妄想が活発となり他者への易怒的・色情的言動が見られていたが服薬調整にて鎮静化。時折、感情を上手く表出する事が出来ず、イライラ感を訴える事があったが、徐々に、訴えは少なくなってきた。H15年5月14日より服薬自己管理7日分導入し忘薬・怠薬は見られていない。保清など身の回りの事については概ね行なう事が出来、時折、単独で八戸市街までバスを利用して定期的に外出できている状態である。H15年8月11日本人、家族同意の上、福祉ホーム青風荘へ入所となり現在に至る。



	家族構成　　　　


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在、主に兄氏が援助の中心で協力的である。冬季以外は月に一度、兄氏の面会あり、外食を兼ねた外出へ出掛けている。本人は障害厚生年金受給。兄氏が年金の管理をしており、月に￥70,000を本人の通帳に入金している。




平成　23年11月28日（月）　担当：小坂和子　

	氏　名
	　　　田中　正士　様
	男・女
	生年月日
	　　　S17年3月28日（69歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 入所生活やデイナイトケアを通じて社会生活・生活技術の欠如を回復させる。

· 身体機能の維持、保持


　　　　　　

	これまでの経過（最終評価日　H23年6月6日）

	○　腹部大動脈瘤・腸骨動脈瘤について

八戸赤十字Ｈｐ心臓外科担当医が転勤の為、青森労災Ｈｐ心臓外科を紹介され、H23.3/4受診。

青森労災Hp大胸部ＣＴ・腹部エコー検査施行。検査結果腹部大動脈瘤、腸骨動脈瘤ともに以前八戸赤十字Ｈｐで行なわれた検査（H21.6.17）から動脈瘤の大きさに変化は無く、現段階では手術の必要はないとのことで状態観察を行なっています。（今後は、年1回の検査を行なっていく）

○　胃潰瘍について

Ｈ23.11/10、八戸赤十字Ｈｐ消化器科にて採血、腹部エコ－、胃カメラ検査を施行しています。11/24、検査の結果ポリ－プ（3ｍｍ程）１ヶ所所見されていますが、特に悪性ではないため、様子観察していくと担当医より説明をうけています。

○　尋常性乾癬について

八戸赤十字Ｈｐ皮膚科より処方されている軟膏が、無くなったら受診することとなっています。

○心身状態について

· 変形性脊椎症の影響により左足に力が入らなかったり、踏ん張りが効かない状態で、立ち上がり時や移動時は壁や傍にある物に掴まりながら体勢を整える感じで歩行されています。下肢や腰辺りにも痛みがある様で不調の際は不貞腐れた様子でテ－ブルに伏していたり、眼光鋭くして見ていることがあります。スタッフの声かけを無視したり、言葉を濁しては状態をはっきり伝えない事が多くあります。また、最近は尿失禁が多く何度も着替えていて、そのまま部屋に置いている様で部屋から尿臭がしています。洗濯物がある時はスタッフに依頼して通所するよう説明しています(毎日洗濯するよう話しているが、行なわれていない)

· 入浴中にタイルにうつぶせになっており、本人は「ただ寝ていただけ・・・」と返答されているが、のぼせていたと思われる。以前にも入浴中に溺れていたり、また転倒等も多い事から事故防止ため、現在はスタッフ見守りで入浴して頂き、買物や外来受診などはスタッフ同行で外出しています。施設やデイナイトではエレベ－タ－を使用しています(施設内で階段から転倒することがあったため、使用の必要を説明している)

· H23.11/11、施設の朝のミ－テング時に不機嫌にしており、軟膏塗布もせずに通所しようとするため、声かけするも無視して玄関に向かっています。静止して理由を訊ねるも「うるせんだよ」「離せ」など暴言を吐いていて、何を聞いても無言だったり、「うるせぇ」などと興奮状態で無理やり行こうとする事を繰り返すため、男子職員応援要請すると段々と大人しくなっています。再度、何に怒っているのか訊ねると「前に殺されそうになったんだよ」「俺は苛められているんだ」など妄想が聴かれています。また、希望する物を買ってくれなかった等の不満も話し出し、一通り話すと落ち着いています。デイケアで他者やスタッフに悪態をついたり迷惑となる行動をしないという約束で通所してもらっています。デイナイトでは特に問題行動はなかったようです。

· 余暇時は長時間ゲ－ムを行なっていて日課に支障をきたしていることもあり、H23.6より生活チェック表を用いて改善を図っています。

· 千葉Drより指示にてH23.11/14、ストレス解消法として呼吸法を実施しています。特に拒否はないが、「前にやったことがある」とか「いつもやっている」と早合点してきちんと説明を聴いてなく、説明どおりに行なうことは出来ていないことから何度か指導が必要のようです。

○　H23.10/17、八戸市障害福祉課・障害程度区分認定聞き取り調査実施。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	○身体状態にあった行動をとれない。

· 歩行や体勢を変える際に転倒したり、その危険性が多いが、認めることが出来ずに無理をする

○意固地になってストレスを溜め込む。

○被害妄想あり


	・以前よりは両下肢裏の疼痛があることをスタッフに話すようになってきており、朝のテレビ体操や運動プログラムは自ら中止したり、椅子を利用しているため、良い判断であることを本人へ伝え評価し、見守りしていく。

・買物はスタッフ同行支援で行なっている為、今後も継続していく。

・単独で外出出来ないことやスタッフの見守りが多いことがストレスとなっている様子のため、明らかな危険性が見られなければ必要以上に介助は行なわないようにして本人の自立を尊重していく。

・体調不良時は不機嫌な態度が多々みられる為、本人の状態を心配して声掛けしている事を理解できるよう説明し、体調を聞き出し状態を確認して対応を行なっていく。

· 定期的に面談の場を設け、本人様の気持ちを引き出し、指導やアドバイスを受容できるよう図っていく。

・デイナイトケア、主治医と情報交換し連携してサポートしていく。

・身体状態に変化があった時は、保護者に病状を説明し協力して頂くよう依頼していく

　（H23.10/26、家族面談実施）

・Ｄｒと相談し、状態に応じてて薬剤調整を依頼していく。
	　　 ヶ月

	○自分本位な行動をして、他者への配慮に欠けるため、周りから孤立している。


	・入浴時は無造作にシャワ－を使い（周りに撒き散らしている感じ）他者にシャワ－のお湯が掛かり、他　者が嫌な顔しても気にすることがないため、迷惑行為でマナ－違反である事を説明する。また自分が相手の立場だったらどう思うか考えてみるよう諭していく。

・不機嫌になって暴言を吐いたりしている場面を他者が見ていて敬遠がちになることを説明し、少しづつ理解できるよう本人の様子を伺いながら、その都度伝えていく。
	　　 ヶ月

	○身辺整理ができない。
・部屋から尿臭がする

	・定期的に部屋の掃除をスタッフと一緒にし、書物や、折り紙工作など必要以外の物は兄様に持って行ってもらうか処分していく。

・失禁した衣類を部屋に訪置していることが多いため、その都度洗濯する様声掛けしていく。また状況に応じて洗濯の介入したり、出来ない時はスタッフ代行していく。

・尿臭が強い事を伝え、尿漏れ防止のため、リハビリパンツや尿取りパット等を勧めていき、本人の気持に配慮していく。
	ヶ月


プラン計画者　氏名：小坂　和子　修正プラン実施評価日：H　23年11月28日（月）　青山荘地域交流活動
兄
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